
①

112.69 99.58

この数値が減っているかを把握す

ることで、交通の安全性が向上し

ていることがわかります。

国・府の削減率に準じて、削減目

標値を設定。

H24,H25実績を踏まえH26年度以降

は950人を目標値とした。

平成28年度交通事故による死傷者数は111人の増加となっ

た。市内道路事情に不慣れな新規転入者の増加による可能

性がある。

1,050.0

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

118.91 100.74

950.0 950.0目標値 950.0 950.0

967.0 883.0 943.0 843.0 954.0実績値

達成度

H24実績

1,060.0

109.62

950.0

　５．施策の成果指標

成果指標１ 交通事故による年間死傷者数

項目 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

-19,620 -12,538

107,211 104,900

87,591 92,362

0 0

0 0

0 0

千円

112,360 116,703

5,149 11,803

財源

内訳

国庫支出金

府支出金

市債

その他

一般財源１（＝フル

コストー特定財源）

一般財源２（＝直接

事業費ー特定財源）

コス

トの

内訳

人件費

事業費

フルコスト

千円

24,769 24,341

　４．施策にかかるコスト

単位 H27決算 H28決算

H30

重要度（偏差値）

H24

54.6

H25

53.5

満足度（偏差値）

H26 H27 H28 H29

　施策目標

　対象（誰を、何を、どこを）

市民

　意図（どのような状態にしたいのか）

歩行者や自転車が安全で快適に通行できる道路環境を形成し、効果的な交通安全対策を実施し、交通安全意識の高揚を図り、交通

事故の防止に繋げます。

　３．市民ニーズ

第２節　地域安全

交通安全の推進

　基本方針

・交通安全施設の整備や充実、市民の交通安全意識の普及や啓発を進め、ひとにやさしく誰もが安全で快適に移動できるまちをめ

ざします。

　現況と課題

・ 放置自転車の一掃を図るため、自転車利用者に対する啓発や指導を行い、駐輪場の利用の促進を図るとともに、商業施設や駅

等における駐輪施設の整備を進める必要があります。

・ 交通事故による死亡者数は全国的に減少する傾向にありますが、子どもや高齢者がかかわる事故や運転マナーに起因する事故

が増加しています。

・交通事故の撲滅に向け、警察・交通安全協会はもとより、交通指導員の活動などを充実させながら、地域と行政が一体となって

取り組みを進めていく必要があります。

主管課

関係課

都市整備部 道路公園課

　２．総合計画における位置づけ

総合計画

政策

施策

節

第４章　安全で、ひとと地球にやさしい

まちづくり（安全・環境）

平成29年度行政評価　施策評価シート　（平成28年度実績）

施策名 交通安全の推進

施策コード 040202

　１．施策の担当



②

③

④

達成度

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

放置自転車の撤去件数が減少する

ことで、安全で快適な生活環境の

保持につながる。

平成28年度実績の673台を基準と

し、毎年3％ずつの減少を目標と

した。

100.0

653.0 633.0

実績値 673.0

H29計画 H30計画

目標値 673.0

達成度 148.69

成果指標４ 放置自転車の撤去件数

項目 H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

市内の保育所、幼稚園、小学校で

交通安全教室を開催し、児童の参

加が増えることで交通安全の意識

が向上していることがわかる。

過去3ケ年の実績を勘案し、平成

22年度以降50人づつ増加を目標値

に設定。

H24,H25実績を踏まえH26年度以降

は5,000人を目標値とした。

平成28年度も全市立保育所・幼稚園・小学校での開催とし

たが、対象学年等が毎年一定でないため今年度は参加者数

が増加した。

135.51 87.22 81.32 86.64

5,000.0 5,000.0

実績値 5,353.0 4,946.0 4,361.0 4,066.0 4,332.0

H29計画 H30計画

目標値 3,600.0 3,650.0 5,000.0 5,000.0 5,000.0

達成度 70.85

成果指標３ 交通安全教室年間参加者数

項目 H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

春と秋の全国交通安全運動に合わ

せて、自動車の安全運転講習会を

開催し、市民の参加が増えること

で、安全運転の意識が向上してい

ることがわかる。

平成22年度以降、毎年約2.5％づ

つ増やしていき、平成30年度まで

に約10％増やすことを目標に設定

した。H26年度以降は480人を目標

値とした。

泉佐野警察署等と連携した地道な講習会開催等の啓発活動

の結果17名の減少となった。しかしながら講習会参加者が

減となったことについては、市報等を利用し積極的に参加

を呼び掛けていく。

70.21 75.0 63.33 59.79

480.0 480.0

実績値 333.0 337.0 360.0 304.0 287.0

目標値 470.0 480.0 480.0 480.0 480.0

H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

図

表

成果指標２ 安全運転講習会年間参加者数

項目 H24実績

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

1,000.0

1,200.0

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標①

目標値

実績値

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標②

目標値

実績値

0.0

1,000.0

2,000.0

3,000.0

4,000.0

5,000.0

6,000.0

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標③

目標値

実績値

610.0

620.0

630.0

640.0

650.0

660.0

670.0

680.0

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標④

目標値

実績値



1 01009300 交通安全教育事業

事務事業 H28年度決算額

H29年度予算

事務事業名予算コード

Ｂ3,9033,165 3,053 3,053

一次評価

一般財源人件費 事業費

　７．施策を構成する事務事業

ＢＢＢＢ

引き続き目標値の達成に努めること。

ＢＢＢＢ

引き続き目標値の達成に努めること。

7点7点7点7点

ＢＢＢＢ

交通安全教室の参加者数を高水準で維持した。

満足度が平成19年度40.4から平成24年度54.6に向上したが、引き続き施策の

重要性を積極的に啓発していく必要がある。

交通事故発生件数は年々減少傾向にあります。引き続き市民への交通安全啓

発を進めるとともに、泉佐野警察署、交通事故をなくす運動推進本部、交通

指導員等と連携を図り、交通事故のない安全で安心して暮らしていける泉佐

野市をめざしていく。

交通事故発生件数及び死傷者数は年々減少傾向にあるが、交通事故死ゼロを

目指して更なる交通安全運動の推進を行う必要がある。

二次評価（政策推進課・行財政管

理課による評価）

三次評価（理事者による評価）

（４点中）（４点中）（４点中）（４点中）

（３点中）（３点中）（３点中）（３点中）

（３点中）（３点中）（３点中）（３点中）

（１０点中）（１０点中）（１０点中）（１０点中）

2222

2222

3333

　６．施策の事後評価

一次評価

（担当課に

よる評価）

判定項目 評価点 評価理由、今後の方向性等

施策の成果レベル

（過去の推移、周辺

市との比較なども含

む）

施策に対する市民

ニーズ

施策を取り巻く状況

（法令等の動向、

国・府の政策の動

向、社会潮流など）

合計点

総合評価

Ｃ80,21713,326 74,969 -25,6352 01009400 自転車等駐車場運営事業

Ｂ10,4977,337 12,625 11,6723 01009500 放置自転車対策事業

96,55224,341 92,362 -12,538合計

Ｂ1,935513 1,715 -1,6284 01009650 自動車駐車場運営事業


